
（平成２１年２月４日報道資料抜粋）

１．今回のあっせん等の概要

（１）年金記録の訂正を不要と判断したもの 2 件

国民年金関係 2 件

年金記録確認函館地方第三者委員会分

年金記録に係る苦情のあっせん等について



                      

  

函館国民年金 事案 127  

 

第１ 委員会の結論 

 申立人の昭和 55 年７月から 62 年３月までの国民年金保険料については、

納付していたものと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

  １ 申立人の氏名等 

    氏    名 ： 男 

    基礎年金番号 ：  

    生 年 月 日  ： 昭和 22 年生 

    住    所 ：  

 

  ２ 申立内容の要旨 

    申 立 期 間  ： 昭和 55 年７月から 62 年３月まで 

昭和 55 年９月、Ａ市Ｂ町から同市Ｃ町の公営住宅に転居した。その

ころまではＡ市Ｄ支所もしくは銀行に保険料を納めに出向いていたが、

昭和 55 年７月から同年９月までの分の保険料からはＥ町会の集金人が

来て、訪問集金になった。こちらから集金の依頼はしておらず、Ａ市が

委託していたのだと思う。一度だけ集金人に行き会えず、家に出向いた

ことがあり、記憶をもとに 90 年度の住宅地図で調べて、昨年暮れに訪

ねてみたが、家が取り壊されており、それ以上調べられなかった。その

ころの領収書は、一年ごとに破棄したものと思われる。 

昭和 62 年４月から平成８年３月の免除承認通知書は保管してあるが、

昭和 55 年７月から 62 年３月は免除申請をしておらず、保険料を収めた

はずである。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

申立人は、納付組織であるＥ町会の集金人に保険料を支払ったと主張し

ているが、Ａ市が当該町会に集金業務を委託したかどうか及び申立人が集

金人として主張する人物が集金活動をしていたかどうか確認できない。 

また、Ａ市では納付組織への加入は強制ではないため、同市から申立人

が転居した旨を通知したり指導したりすることはなく、申立人も集金の依

頼をしていないため、Ｅ町会では申立人の転居を把握しておらず、集金で

きなかったものと考えられる。 

さらに、申立人が申立期間の国民年金保険料を納付したことを示す関連

資料（家計簿、確定申告書等）も無く、国民年金保険料を納付していたこ

とをうかがわせる事情も見当たらない。 



                      

  

これら申立内容及びこれまで収集した関連資料、周辺事情を総合的に判

断すると、申立人が申立期間の国民年金保険料を納付していたものと認め

ることはできない。 

 



                      

  

函館国民年金 事案 128 

 

第１ 委員会の結論 

 申立人の昭和 55 年７月から 62 年３月までの国民年金保険料については、

納付していたものと認めることはできない。 

 

第２ 申立の要旨等 

  １ 申立人の氏名等 

    氏    名 ： 女 

    基礎年金番号 ：  

    生 年 月 日 ： 昭和 22 年生 

    住    所 ：  

 

  ２ 申立内容の要旨 

    申 立 期 間 ： 昭和 55 年７月から 62 年３月まで 

昭和 55 年９月、Ａ市Ｂ町から同市Ｃ町の公営住宅に転居した。その

ころまではＡ市Ｄ支所もしくは銀行に保険料を納めに出向いていたが、

昭和 55 年７月から同年９月までの分の保険料からはＥ町会の集金人が

来て、訪問集金になった。こちらから集金の依頼はしておらず、Ａ市が

委託していたのだと思う。一度だけ集金人に行き会えず、家に出向いた

ことがあり、記憶をもとに 90 年度の住宅地図で調べて、昨年暮れに訪

ねてみたが、家が取り壊されており、それ以上調べられなかった。その

ころの領収書は、一年ごとに破棄したものと思われる。 

昭和 62 年４月から平成８年３月の免除承認通知書は保管してあるが、

昭和 55 年７月から 62 年３月は免除申請をしておらず、保険料を収めた

はずである。 

 

第３ 委員会の判断の理由 

申立人は、納付組織であるＥ町会の集金人に保険料を支払ったと主張し

ているが、Ａ市が当該町会に集金業務を委託したかどうか及び申立人が集

金人として主張する人物が集金活動をしていたかどうか確認できない。 

また、Ａ市では納付組織への加入は強制ではないため、同市から申立人

が転居した旨を通知したり指導したりすることはなく、申立人も集金の依

頼をしていないため、Ｅ町会では申立人の転居を把握しておらず、集金で

きなかったものと考えられる。 

さらに、申立人が申立期間の国民年金保険料を納付したことを示す関連

資料（家計簿、確定申告書等）も無く、国民年金保険料を納付していたこ

とをうかがわせる事情も見当たらない。 



                      

  

これら申立内容及びこれまで収集した関連資料、周辺事情を総合的に判

断すると、申立人が申立期間の国民年金保険料を納付していたものと認め

ることはできない。 

 


